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昭 ”凪178号　昭和62年6月・日

　一準備できました一
5月17日樋春南地区で昨年に続き

マスつかみ大会が荒川をせき止めて、

たまりをつくり行われました。集っ

た100人からの子供や大人もつかみ

とるたび歓声をあげ、一日を楽しみ

ました。

〔5月・日現在人・〕器灘う99女凧361人計10・673人

●発行所　埼玉県大里郡江南町役場　●電話0485（36）1521
●発行人　江南町長　柴田忠雄
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町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
昭
和
六
十

二
年
度
予
算
が
決
ま
り
、
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
額
は
二
十
二
億
六
千

七
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
六
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
こ
れ
は
、

複
ム
ロ
施
設
の
完
成
に
伴
い
繰
入
金
、
町

債
等
か
ら
の
負
担
が
少
な
く
な
っ
た
た

め
で
す
。
町
の
家
計
簿
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
紹
介
し
ま
す
。

聾くり住みよい

のために

　
歳
入
の
お
も
な
も
の
は
町
税
の
十
億

二
千
四
百
九
十
五
万
七
千
円
、
つ
づ
い

て
地
方
交
付
税
の
四
億
五
千
万
円
で
す
。

　
そ
の
う
ち
町
税
に
つ
い
て
は
、
固
定

資
産
税
の
五
億
六
百
四
十
三
万
円
、
町

民
税
が
四
億
七
百
六
十
三
万
一
千
円
と

な
っ
て
お
り
、
町
税
全
体
で
は
、
前
年

対
比
八
・
九
％
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

三
億
四
千
七
百
二
十
七
万
三
千
円
を
計

上
し
、
歳
入
総
額
で
は
二
十
二
億
六
千

七
百
万
円
と
な
り
ま
す
。

歳入

（鮪荏護野）

六
、
二
七
九
万
九
千
円

三
、
八
○
○
万
円

四
、
O
O
O
万
円

五
、
O
O
O
万
円

八
、
四
〇
〇
万
一
千
円

一
億
七
、
○
○
○
万
円

　
歳
出
の
お
も
な
も
の
を
項
目
別
に
み

る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
教
　
育
　
費

　
五
億
六
干
五
百
二
万
二
干
円

　
教
育
費
で
は
南
小
学
校
の
改
築
で
学

校
建
設
費
、
小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
な

ど
教
育
を
進
め
て
い
く
経
費
や
社
会
教

育
、
社
会
体
育
の
向
上
を
は
か
る
経
費
、

文
化
財
の
保
護
・
発
掘
費
、
給
食
セ
ン

△4．40△4．80

三
億
四
、
七
二
七
万
三
千
円

△66．4

そ
の
他
（
分
担
金

及
び
負
担
金
等
）

自
動
車
取
得

税
　
交
　
付
　
金

地
方
譲
与
税

繰
　
　
越
　
　
金

繰
　
　
入
　
　
金

△32．0

　町

3．4

四
億
五
、
○
○
○
万
円

2．3

十
億
二
、
四
九
五
万
七
千
円

ラ
　
偶
鼠

債

国
　
県
支
出
金

地
方
交
付
税

町

税

○
○

タ
ー
運
営
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

．
す
。　
　
農
林
水
産
業
費

　
三
億
五
千
八
百
二
万
五
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
農
村
総
合
整
備
事
業

費
、
近
代
農
村
建
設
事
業
費
、
農
地
費
、

農
道
整
備
事
業
費
、
国
土
調
査
費
及
び

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
費
、
松
く
い
虫
防

除
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
総
　
務
　
費

　
三
億
四
千
九
百
一
万
八
干
円

　
こ
の
費
用
は
、
交
通
安
全
施
設
の
整

備
、
複
合
施
設
の
外
構
工
事
費
、
保
守

管
理
委
託
費
な
ど
、
役
場
の
機
構
全
般

に
わ
た
る
、
ふ
だ
ん
必
要
な
経
費
を
は

じ
め
、
税
務
、
戸
籍
、
選
挙
等
に
必
要

な
経
費
ま
た
、
文
化
祭
経
費
や
区
の

運
営
費
補
助
金
、
婦
人
部
の
育
成
費
補

助
金
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
士
　
木
　
費

　
二
億
六
干
二
百
九
十
三
万
五
干
円

　
こ
の
費
用
は
、
町
道
整
備
費
と
し
て
、

歩
道
整
備
、
改
良
舗
装
、
側
溝
整
備
等

及
び
道
路
維
持
費
、
道
路
台
帳
作
成
委

託
費
、
江
南
中
央
第
一
土
地
区
画
整
理

組
合
補
助
金
等
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
民
　
生
　
費

　
一
億
九
千
四
百
十
八
万
六
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
各
種
の
福
祉
事
業
を

○
○

予
算
の

　
　
　
豆
知
識

　
町
税
…
…
み
な
さ
ん
か
ら
直
接
納
め

て
い
た
だ
く
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
特
別
土
地
保
有
税
と
、

間
接
的
に
納
め
ら
れ
る
た
ば
こ
消
費
税
、

電
気
税
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
万
交
付
税
…
…
国
税
で
あ
る
所
得

税
、
法
人
税
、
酒
税
の
三
十
二
％
が
市

町
村
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ

ま
す
。

　
国
・
県
支
出
金
…
…
国
庫
支
出
金
は

国
か
ら
直
接
町
に
交
付
さ
れ
ま
す
が
、

県
支
出
金
に
は
県
独
自
で
交
付
さ
れ
る

も
の
と
、
国
か
ら
県
に
交
付
さ
れ
更
に

町
に
交
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
支
出
金
は
、
お
お
む
ね
負

担
金
、
補
助
金
、
委
託
金
の
三
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。
負
担
金
…
…
法
令
な
ど

に
よ
っ
て
国
（
県
）
が
そ
の
経
費
の
一
部

又
は
全
部
を
負
担
す
る
も
の
で
、
保
育

費
、
老
人
医
療
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
補
助
金
…
一
時
的
な
特
別
の
事
務
ま

た
は
事
業
に
対
し
て
、
国
（
県
）
が
財
政

援
助
的
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
学
校

建
設
費
、
道
路
整
備
費
、
農
業
関
係
費

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
委
託
金
…
本
来
国

＼
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昭和62年度一般会計・予算

（
歳出

・（
（麟姦麟野・）

、
八
　
四
万
一
千
円

七
、
一
九
五
万
一
一
一
千
円

一
億
八
二
七
万
九
千
円

△20．8

一
億
四
、
九
一
〇
万
七
千
円

9．13．320．3

一
億
九
、
〇
三
一
一
一
万
四
千
円

△42．O

一
億
九
、
四
一
八
万
六
千
円

21．5

二
億
六
、
二
九
三
万
五
千
円

△9．5

三
億
四
、
九
〇
一
万

三
億
五
、
八
○
二
万

千
円

△47．8

五
億
六
、
五
〇
二
万

千
円

△13．4

二
千
円

（％）

142．8

そ
　
　
の
　
　
他

議
　
　
会
　
　
費

消
　
　
防
　
　
費

公
　
　
債
　
　
費

衛
　
　
生
　
　
費

民
　
　
生
　
　
費

土
　
　
木
　
　
費

総
　
　
務
　
　
費

農
林
水
産
業
費

教
　
　
育
　
　
費

（
「
（
．

推
進
す
る
た
め
の
費
用
や
、
老
人
・
乳

児
・
障
害
者
等
の
医
療
給
付
費
、
保
育

所
費
、
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
険
特

別
会
計
繰
出
金
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
　
　
衛
　
生
　
費

　
一
億
九
干
三
十
三
万
四
千
円

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
、
住
民
検
診
を
は
じ
め
各

種
予
防
接
種
事
業
や
不
燃
物
・
ご
み
収

集
、
し
尿
処
理
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
要

す
る
経
費
や
負
担
金
な
ど
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。

　
　
消
　
防
　
費

　
一
億
八
百
二
十
七
万
九
千
円

　
熊
谷
地
区
消
防
組
合
負
担
金
共
通
経

費
や
消
防
団
の
諸
経
費
を
は
じ
め
、
消

火
栓
設
置
や
防
火
水
槽
の
新
設
工
事
費

等
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

62

ニ
ニ
億
六
、
七
〇
〇
万
円

引
二
四
億
一
、
二
〇
〇
万
円

60

一
一
一
億
三
、
〇
五
〇
万
九
千
円

59

二
四
億
八
、
四
八
O
万
八
千
円

一般会計当初予

算の移り変わり

58

十
七
億
七
、
四
〇
八
万
六
千
円

●町民1人当り負担するお金

　人口は、10，715人で計算

町民　税………………38，043円
固定資産税………………47，264円

軽自動車税……・…………・・913円

たばこ消費税……………3，584円

電気税………………5，431円
特別士地保有税……………421円

総額………………95，656円

●町民1人当り使われるお金

人口は、10，715人で計算

議会費………………6，715円
総務費………………32，573円

民生費一………一・18，123円

衛生費………………17，763円
農林水産業費……………33，413円

商工費一………一…・581円
士　不　費………………24，539円

消防費………………10，105円

教育費………………52，732円

そのほか………………15，029円

総額……………211，573円

が
行
う
べ
き
事
務
を
町
に
委
託
し
て
行

う
も
の
で
、
国
の
選
挙
費
、
国
民
年
金
、

指
定
統
計
な
ど
の
経
費
で
す
。

　
町
債
…
…
町
の
事
業
を
行
う
と
き
、

一
時
的
に
多
額
の
資
金
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
財
源
に
あ
て

る
た
め
特
殊
の
機
関
に
よ
っ
て
調
達
し
、

一
定
の
約
束
の
も
と
に
将
来
返
済
す
る

も
の
で
、
学
校
建
設
、
道
路
整
備
な
ど

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
繰
入
金
…
…
財
政
調
整
基
金
な
ど
の

積
立
金
を
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
不

足
を
生
じ
た
場
合
な
ど
に
取
り
く
ず
し

て
、
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で

す
。
　
地
万
譲
与
税
…
…
国
税
と
し
て
徴
収

さ
れ
た
も
の
が
、
市
町
村
に
譲
与
さ
れ

る
も
の
で
、
本
町
に
は
自
動
車
重
量
税

と
地
方
道
路
税
が
道
路
の
延
長
・
面
積

に
応
じ
て
譲
与
さ
れ
ま
す
。

　
分
担
金
及
び
負
担
金
…
…
分
担
金
は

町
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
、
条
例

を
定
め
て
そ
の
受
益
者
か
ら
徴
収
す
る

も
の
で
す
。
負
担
金
は
保
育
所
な
ど
法

律
に
よ
っ
て
特
定
の
措
置
を
行
っ
た
場

合
、
必
要
経
費
が
本
人
ま
た
は
扶
養
者

か
ら
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
自
動
車
取
得
税
交
付
金
…
…
県
税
の

目
的
税
と
し
て
、
自
動
車
の
取
得
者
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
譲
与
税

と
同
様
に
、
道
路
の
延
長
・
面
積
に
よ

っ
て
交
付
さ
れ
、
道
路
に
関
す
る
費
用

に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
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水
道
事
業

一
、
業
務
の
予
定
量

qD
給
水
戸
数
…
…
…
…
二
、
七
九
六
戸

捌
年
間
総
配
水
量

　
　
　
…
一
、
八
三
四
、
○
○
0
3
m

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

qD
収
益
的
収
入

　
　
　
…
…
：
二
三
三
、
四
八
一
千
円

囲
収
益
的
支
出

　
　
　
　
…
：
一
八
三
、
〇
七
六
千
円

　
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
…
・
…
：
五
〇
、
四
〇
五
千
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

ω
資
本
的
収
入
…
…
七
、
二
〇
〇
千
円

図
資
本
的
支
出
…
…

　
　
　
　
…
…
一
一
二
、
九
一
二
千
円

　
差
引
不
足
額
一
〇
五
、
七
一
二
千
円

は
過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
す
る
予
定
。

『
・
σ

その他の支出
10，151千円2．84％

．
国
民
健
康

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
　
羅
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
位

舷
医
療
費
の
動
向
を
十
分
に
は
握
し
て
、
収
円

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
五
千
六
百
八
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
ー
，

十
七
万
九
千
円
、
前
年
よ
り
二
千
六
百

一
万
五
千
円
の
増
、
率
に
し
て
七
・
八

％
の
伸
び
で
す
。

総務費
27，771千円7．78％

老人保健拠出金

1器1勢円歳出
　　　　　　　356，879

　　　　　　　千　円

保
険

保険給付費
260，724千円

　73．06％

　　　　繰越金　＿
10，001千円2．80％

鞠7〈
　　　　　　　　　　　国民健康　　、

　　　　　歳　入　保険税
　　　　　　　　　　　　161，301干円
　　　　　356，879　　　　45，2％

　　　　　千　円

鵜㌦　ノ

　
　
　
　
　
老
　
人

　
老
人
保
健
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
受
給
者
及
び
受

診
率
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今

後
も
疾
病
に
応
じ
た
適
正
な
医
療
を
受

け
、
健
康
、
医
療
に
関
す
る
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
五
千
六
百

六
十
二
万
五
千
円
、
前
年
比
五
十
五
・

　
　
　
）
し

離＼
　28．777千円
　　8．06％

　
歳
入
は
、
国
民
健
康
保
険
税
一
億
六

千
百
三
十
万
一
千
円
、
国
・
県
支
出
金

一
億
三
千
二
百
四
十
三
万
一
千
円
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
保
険
給
付
費
二
億
六
千
七

十
二
万
四
千
円
、
老
人
保
険
拠
出
金
五

、
千
八
百
二
十
三
万
三
千
円
な
ど
で
す
。

保
　
健

八
％
と
大
き
な
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
は
、
支
払
基
金
交
付
金
二
億
四

千
九
百
六
十
二
万
二
千
円
、
国
・
県
支

出
金
八
千
八
百
八
十
三
万
八
千
円
な
ど

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
総
務
費
四
十
万
九
千
円
、

医
療
諸
費
三
億
五
千
六
百
二
十
万
六
千

円
な
ど
で
す
。

、
噴
辱
軸
軌
鴫
輸
奪
軸
、
噛
噛
ー
噺
り
軸
馬
触
ー
ー
ー
ー
唖
獣
軸
唖
ー
軸
ー
軸
喝
隔
唾
ー
噸
馳
軸
騒
、
動
噂
ー
噛
ー
旨
噛
転
噛
軸
噸
軸
触
、
h
囑
軸
噺
噴
唖
、
、
り
ー
喚
』
輸
ぷ

’1σ』1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
，

魯
塾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

’’β亙謹JF∬ヨヨ押翅
　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
シ
ー
ズ

”
雁
ン
で
す
ね
。
と
い
っ
て
も
、
細
長

”∬
い
日
本
列
島
の
こ
と
で
す
か
ら
、

ぽ

研
梅
雨
の
時
期
も
所
に
よ
っ
て
違
い

搬∬
ま
す
。
沖
縄
の
平
均
梅
雨
入
り
は

か

”
五
月
十
一
日
ご
ろ
、
東
北
地

”皿
方
の
北
部
は
六
月
十
五
日
ご

珊
ろ
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に

ぼ

珊
北
海
道
に
は
梅
雨
は
あ
り
ま

ひ

師
せ
ん
が
、
え
ぞ
梅
雨
と
称
し

摺
て
、
梅
雨
め
い
た
日
が
続
く

ぷ

価
こ
と
は
あ
る
そ
う
で
す
。
．

野瓢
　
梅
雨
の
時
期
に
は
日
本
付

ゆ
珊
近
に
東
西
に
延
び
る
前
線
が

ぶ

蜥
停
滞
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

響
の
停
滞
前
線
を
梅
雨
前
線

四
と
呼
び
ま
す
。

梅雨前線

　
　
　
　
　
　
　
前
線
の
北
側
は
オ

㎜　ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
か
ら
の
冷
た

蜥
い
北
寄
り
の
風
が
、
南
側
は
太
平

厨螂
洋
吉
同
気
圧
か
ら
の
暖
か
い
湿
っ
た

皿
南
寄
り
の
風
が
吹
い
て
い
ま
す
。

　
　
梅
雨
前
線
は
南
か
ら
北
上
し
ま

す
が
、
秋
の
秋
雨
前
線
は
反
対
に

北
か
ら
南
下
し
ま
す
。

㎜　　こ
れ
ら
の
“
前
線
”
は
気
象
用

　
語
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
、
季
節

峯
表
す
・
何
々
前
線
と
い
う
の
が

瑠　
，
ジ

　
　
k
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

．
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

有
名
な
の
が
桜
前
線
で
す
が
、
こ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

れ
を
追
っ
て
、
や
ま
つ
つ
じ
前
線
、
卿

ふ
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

藤
前
線
、
あ
じ
さ
い
前
線
な
ど
が
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顕

北
上
し
ま
す
。
秋
に
は
、
す
す
き
、
　
釦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝉

か
え
で
の
紅
葉
な
ど
の
前
線
が
南
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

下
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
躍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
日
本
は
自
然
の
移
り
変
わ
り
の
鮒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
は
っ
き
り
し
た
楽
し
い
国
で
硲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

　
　
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
蜥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯉

対
策
を
推
進
す
る
月
間
で
す
。

な
た
の
身
の
回
り
を
点
検
す
る
と

同
時
に
、

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
と
は
い
う
も
の
の
、
梅
雨
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

期
は
恐
ろ
し
い
災
害
の
季
節
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
　
蝉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

六
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
㎝

間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
梅
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る
土
石
珊

流
、
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
な
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

ど
の
災
害
か
ら
人
命
や
財
産
雁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

を
守
る
た
め
の
認
識
を
深
め
、
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
穿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
万
『
の
と
き
の
対
策
も
∬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
…

8
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広報こうなん（5昭和62年6月1日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
一

昭
和
六
十
二
年
第
一
回
定
例
議
会
が
、
一
一
一
月
十
一
百
か
ら
十
九
日

　
ま
で
の
会
期
八
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
定
例
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
一
一
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各

　
　
　
特
別
会
計
、
六
十
一
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
制
正
、
改
定
な
ど
、

　
　
　
　
二
十
五
議
案
と
請
願
一
一
件
が
上
程
さ
れ
本
会
議
、
各
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
で
慎
重
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
、
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和62年第1回定例会

新年度予算など

　　25議案を可決・同意

○
江
南
町
保
健
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
、
保

健
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
と
町
民
の

健
康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
に
、
設
置

及
び
管
理
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
江
南
町
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及

　
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

　
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
伴
い
、

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
と

勤
労
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、

設
置
及
び
管
理
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

○
江
南
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
「
地
方
公
共
団
体
の
執
行
機
関
が
国

の
機
関
と
し
て
行
う
事
務
の
整
理
及
び

合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
に
伴

い
保
育
所
の
入
所
措
置
の
基
準
に
つ
い

て
は
町
が
条
例
に
よ
り
制
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

○
江
南
町
課
設
置
条
例
の
全
部
を
改
正

　
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

　
行
革
推
進
委
員
会
の
答
申
に
基
づ
き
、

課
の
統
廃
合
と
事
務
分
掌
の
再
編
整
備

を
図
る
た
め
で
す
。

○
江
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

　
国
民
健
康
保
健
法
の
改
正
に
伴
い
、

日
本
に
居
住
す
る
外
国
人
に
つ
い
て
は
、

そ
の
国
籍
に
か
か
わ
り
な
く
、
す
べ
て

国
民
健
康
保
険
の
適
用
対
象
と
す
る
た

め
条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
江
南
町
保
育
所
設
置
及
び
管
理
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
江
南
町
保
育
所
入
所
措
置
条
例
及
び

令
　
（

　
〆
保
育
所
入
所
措
置
条
例
施
行
規
則
の
制

定
に
伴
い
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
江
南
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
｝
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

○
江
南
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
種

　
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
（
原
案
可
決
）

○
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
一
般
会
計

　
補
正
予
算
（
第
五
号
）
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
百
三
十
八
万

五
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
二
十
七
億
三
百
八
十
七
万
五
千
円

と
し
ま
し
た
。

○
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
国
民
健
康

　
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
二
百
七
万

円
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億

七
千
八
百
八
十
一
万
五
千
円
と
し
ま
し

た
。○
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
老
人
保
健

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
〉

　
　
　
　
（
原
案
可
決
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
九
十
六
万
五
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三

億
二
千
八
百
十
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

○
昭
和
六
十
一
年
度
江
南
町
住
宅
資
金

　
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

　
一
号
）
　
（
原
案
可
決
Y

　
諸
収
入
を
繰
入
金
、
繰
越
金
に
充
当

し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
千
三
百
十

万
円
と
し
ま
し
た
。

　
道
路
法
に
基
づ
き
道
路
台
帳
整
備
を

昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
、
昭
和
六
十
一

年
度
の
五
ヵ
年
間
の
継
続
事
業
で
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
町
全

域
に
わ
た
り
認
定
・
廃
止
が
終
了
い
た

し
ま
し
た
。
　
（
原
案
可
決
）

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
、

冨
田
宗
平
氏
（
千
代
三
七
〇
ー
二
）

　
　
　
（
原
案
同
意
）

●
土
地
改
良
事
業
計
画
の
変
更
に
つ
い

　
て
　
　
（
原
案
可
決
）

　
町
営
土
地
改
良
事
業
（
樋
春
北
）
の

区
域
が
変
更
と
な
っ
た
た
め
の
も
の
で

す
。●

国
民
の
食
糧
を
守
り
、
農
業
再
建
に

　
関
す
る
請
願
（
採
択
）

●
日
本
農
業
の
再
建
と
自
主
的
発
展
を

　
願
う
政
府
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
求

　
め
る
請
願
　
　
（
採
択
）
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お
済
み
で
す
か
「
現
況
届
」

六
月
中
に

　
　
　
役
場
に
提
出

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
の
支
給

を
受
け
て
い
る
か
た
、
六
月
は
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
月
で
す
。

　
こ
れ
は
、
受
給
者
の
か
た
が
前
年
の

所
得
、
養
育
の
状
況
な
ど
の
必
要
事
項

を
、
役
場
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
手
続

き
で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続
き

児
童
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
大
切
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
受
給
の
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
一

日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
、
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
は

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
◆
　
　
　
　
　
　
◆

　
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
役
場
の
窓

口
に
あ
り
ま
ず
。
六
月
中
の
提
出
を
お

忘
れ
な
く
。

　
な
お
、
今
年
の
一
月
一
日
以
後
に
江

南
町
に
引
っ
越
し
て
き
た
人
の
場
合
は
、

「
現
況
届
」
の
他
に
、
以
前
に
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
の
「
六
十
一
年
中
の
所

得
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
児
童
手
当
制
度

　
　
　
二
番
目
の
子
供
も
対
象
に

　
児
童
手
当
制
度
は
、
昭
和
六
十
一
年

に
大
幅
改
正
さ
れ
、
児
童
手
当
の
対
象

範
囲
を
三
番
目
の
子
か
ら
、
一
一
番
目
の

子
ま
で
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、

三
年
間
で
対
象
年
齢
が
段
階
的
に
変
わ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

そ
の
二
年
目
に
当
た
り
、
次
の
子
供
が

児
童
手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
番
目
の
子
腸
昭
和
五
十
八
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

　
三
番
目
の
子
睡
昭
和
五
十
三
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子

　
も
し
、
あ
な
た
の
お
子
さ
ん
が
児
童

手
当
の
対
象
で
、
届
け
出
が
ま
だ
だ
っ

た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
役
場
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

）

し

水
6
月
－
日
～
7
日

　
六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
問

全
国
一
斉
に
第
二
十
九
回
水
道
週
間
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
本
町
に
水
道
事
業
が

始
ま
っ
て
早
二
十
五
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
に
水
道
も
目
覚
ま
し
く
普
及

し
、
い
ま
や
水
道
は
、
町
民
の
健
康
で

文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重

要
な
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
凸

経
済
的
な
諸
活
動
を
支
え
る
上
で
不
可

欠
な
施
設
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
に
な
り
、
水
道
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
に
は
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
、
水
需
要
の
増
大
に
対

応
で
き
る
水
源
確
保
を
図
り
、
渇
水
時

や
災
害
時
に
お
け
る
給
水
確
保
体
制
の

確
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
に
あ
た
り
、
水
道

に
つ
い
て
、
町
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
も
っ
て
公
衆
衛
生
の
向
土
と
生
活

環
境
の
改
善
を
図
り
、
併
せ
て
水
道
事

業
の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た
め
、
水

道
週
問
を
設
け
広
報
活
動
等
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
週
間
を
契
機
と
し
て
、
本
町
で

は
特
に
次
の
三
点
に
つ
い
て
、
協
力
く

だ
ざ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
大
切
な
水
を
じ
ょ
う
ず
に
使
い
ま

　
し
ょ
う
。

二
、
水
も
れ
を
発
見
し
た
ら
ご
連
絡
し

　
て
く
だ
さ
い
。
（
役
場
内
線
一
一
三
二
）

　
　
温
か
い
ご
好
意

　
次
の
か
た
が
た
か
ら
、
寄
贈
品
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

　
熊
谷
さ
く
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
杉

元
重
司
会
長
）
か
ら
、
学
童
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
二
基

を
寄
贈
い
た
だ
き
、
南
小
学
校
裏
と
深

沢
製
作
所
北
の
通
学
路
ニ
ガ
所
に
設
置

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
）

）

三
、
水
道
工
事
は
町
内
指
定
工
事
店
で

　
お
願
い
し
ま
す
。

●
町
内
指
定
工
事
店

㈲加藤ポンプ店 智36－0310

㈲笠原設備工業所 盈36－3662

小　林　商　店 費36－1206

㈲松本設備 費36－5177

光栄建設㈱ 費36－1052



広報こうなん（7昭和62年6月1日

県議会議員選挙
県議選開票結果・投票区別

　投票率

結果報告

　
　
　
（
　
　
－

　
　
　
　
　
　
ρ

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
県
議
会
議
員

選
挙
は
、
四
月
十
二
日
朝
か
ら
曇
り
空

の
う
え
に
肌
寒
い
中
を
午
前
七
時
か
ら

六
時
ま
で
投
票
、
即
日
午
後
七
時
開
票

と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
（
昭
和
五
十
八
年
）
は
五
八
・

三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、
結
果
は
、

男
七
三
・
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
七
四

・
三
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
で
七
三
・

八
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
前
回
（
昭

和
五
十
八
年
）
の
男
五
八
・
九
四
パ
ー

セ
ン
ト
、
女
五
七
・
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
、

平
均
五
八
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
十

五
・
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
ま
し
た
。

　
投
票
総
数
は
五
千
三
百
九
十
六
票
、

う
ち
、
有
効
投
票
五
千
三
百
二
十
四
票

無
効
投
票
七
十
二
票
で
し
た
。
各
候
補

者
の
得
票
数
及
び
投
票
区
別
投
票
率
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
選
挙
に
対
す
る
ご
理
解
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

いいじま　敏宏 無所属 3，783票

田　中　ごうき 無所属 875票

稲　山　のぼる 無所属 139票

持　田　けん一 無所属 527票

第1投票区 73．39％

第2投票区 80．79％

第3投票区 82．58％

第4投票区 73．98％

第5投票区 61．26％

町　　平　　均 73．87％

（

（

昭
和
六
十
二
年
度

　
　
　
埼
玉
県
警
察
官
の
募
集

▼
採
用
予
定
人
員

男
子
警
察
官
（
A
）
約
三
十
名

男
子
警
察
官
（
B
）
約
十
名

男
子
警
察
事
務
上
級
（
A
）
約
十
名

▼
受
験
次
格

○
警
察
官
A

　
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
以
降

　
　
に
生
ま
れ
た
男
子
で
大
学
又
は
大

　
学
院
を
卒
業
し
た
者
又
は
卒
業
見

　
込
み
の
者
。

○
警
察
官
B

　
　
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
男
子
で
前
記
A
以
外
の

　
者
。

　
○
警
察
事
務
上
級
A

　
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
百
か
ら

　
　
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
　
生
ま
れ
た
者
。
（
学
歴
不
問
）

▼
受
付
期
問

・
警
察
官
A
・
B
は
五
月
十
四
（
木
）
～

　
六
月
十
一
日
（
木
）
ま
で

・
警
察
事
務
A
は
六
月
一
日
（
月
）
～
六

月
十
二
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
日
・
会
場

警
察
官
A
・
B
は
　
六
月
二
十
一
日

　
（
日
）
埼
玉
県
警
察
学
校
（
大
宮
市
）

警
察
事
務
A
は
　
七
月
十
九
日
（
日
）

県
立
伊
奈
学
園
総
合
高
校
（
伊
奈
町
）

▼
問
合
せ

熊
谷
警
察
署
智
二
一
1
0
0
四
二
又

　は

最
寄
り
の
駐
在
所
へ

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
完
成
ま
じ
か

　
運
転
免
許
を
も
っ
て
い
る
皆
さ
ん
鴻

巣
市
内
の
県
警
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
が

七
月
一
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
免

許
を
な
く
し
た
か
た
の
再
交
付
夕

　
海
外
で
使
う
国
外
免
許
証
の
交
付
に

関
す
る
事
務
の
ほ
か
、
更
新
ま
で
の
三

年
間
に
交
通
事
故
又
は
交
通
違
反
の
あ

る
か
た
の
運
転
免
許
の
更
新
に
関
す
る

業
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
所
轄
警
察
署
で
は
、
原
則
と
し
て
、

更
新
ま
で
の
三
年
間
に
無
事
故
、
無
違

反
で
あ
っ
た
か
た
の
運
転
免
許
の
更
新

の
み
を
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
免
許
の
更
新
期
日
が
迫
っ
て
い
る
か

た
に
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
“
郵
便
は
が
き

で
案
内
が
届
く
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
案
内
に
従
っ
て
申
請
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
ご
と
は
、
熊
谷
警
察
署
、
又

は
最
寄
り
の
駐
在
所
へ

●
絵
　
画

　
埼
玉
銀
行
熊
谷
支
店
（
中
山
源
一
支

店
長
）
か
ら
、
田
辺
栄
次
郎
作
”
南
仏

コ
リ
ウ
ー
ル
展
望
”
と
い
う
五
十
号
の

油
絵
を
寄
贈
い
充
だ
き
ま
し
た
。

●
お
き
も
の

　
御
正
新
田
に
お
住
い
の
舟
橋
孝
司
さ

ん
か
ら
、
古
木
の
根
を
加
工
し
た
お
き

も
の
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
と

お
き
も
の
は
、
複
合
施
設
一
階
の
町
民

ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ご
好
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。



広報こうなん（8昭和62年6月1日

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
に
山
口
さ
ん

　
四
月
一
日
よ
り
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長

に
な
ら
れ
た
山
口
正
文
さ
ん
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
山
口
さ
ん
は
、
昭
和
二

十
五
年
埼
玉
県
に
奉
職
し
、
県
北
各
保

健
所
長
、
衛
生
部
各
課
長
な
ら
び
に
参

事
を
務
め
ら
れ
て
、
熊
谷
保
健
所
長
を

本
年
三
月
三
十
一
日
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
管
理

の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
住
民
の
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
健
康
問
題
に
と
り
く

ん
で
い
き
た
い
の
で
ど
う
ぞ
、
お
気
軽

に
ご
相
談
、
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
凶

と
の
こ
と
で
す
。

覧■’

　
新
年
度
に
な
り
、
教
職
員
等
に
次
の

と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て

ご
苦
労
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
字
区

長
さ
ん
に
も
交
替
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
教
職
員

御
正
駐
在
所

　
四
月
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
、
警
察
の

人
事
異
動
で
、
御
正
駐
在
所
に
相
楽
さ

ん
が
着
任
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

氏
名
相
楽
文
雄
（
三
八
歳
）

出
身
地
福
島
県

趣
　
味
　
剣
道
（
三
段
）
写
真
撮
影

　
相
楽
さ
ん
は
、
こ
ち
ら
に
転
任
に
な

る
前
は
、
浦
和
西
警
察
署
交
通
課
に
勤

　
　
　
さ
　
　
が
ら

に
相
楽
さ
ん

務
さ
れ
数
々
の
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。　
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
、
犯
罪
の

な
い
、
ま
た
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
ば
と
奉
職
し
た
そ
う
で
す
。

　
な
お
、
困
り
ご
と
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ

と
で
す
。
今
回
の
異
動
で
御
正
駐
在
所

勤
務
と
な
り
、
経
験
と
実
行
力
を
兼
ね

備
え
、
町
の
治
安
に
大
き
く
貢
献
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
⑳
四
八
九
一

そ
れ
か
ら
、
七
年
間
御
正
駐
在
所
に
勤

務
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
々
木
さ
ん

は
、
本
署
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
，
）

　
　
　
）
　
　
－

、，ノ　プ畠ミーノ
プ．ミ’ノ、．戸♂』ミ’ノ吃，ノ

江
南
南
小
学
校

教
諭

〃〃〃〃

飯
島
啓
作

金
子
正
信

中
村
鈴
子

須
永
民
子

小
林
玲
子

退
職
市
田
小
へ

吉
見
小
へ

吉
見
小
か
ら

佐
谷
田
小
か
ら

江
南
北
小
学
校

教
諭
宮
下
忠
司

　
〃
　
宇
野
澄
男

　
〃
　
真
鍋
洋
子

鉢
形
小
へ

八
基
小
へ

久
下
小
へ

江
南
中
学
校

校
　
長
教
諭

〃〃
校
　
長
教
諭

嶋
野
義
智
　
　
退
職

井
上
巳
代
治
　
　
〃

坪
井
常
紀
　
大
里
中
へ

武
藤
和
博
　
児
玉
中
へ

蟄
田
春
吉
　
大
原
中
か
ら

高
橋
正
康
　
大
里
中
か
ら

教
諭

　
〃
養
護
教
諭
浅
井
和
男
　
花
園
中
か
ら

木
島
由
理
子
　
寄
居
中
か
ら

　
草
野
寿
春
　
蓮
田
養
護
か

　
　
　
　
　
　
』
り

◎
町
職
員

　
　
（
）
は
前
職

●
　
退
　
職
（
3
月
3
1
日
付
）

○
建
設
課
長
　
新
井
理
一

〇
建
設
課
主
事
　
舟
橋
登
美

○
給
食
セ
ン
タ
ー
　
鈴
木
知
代

○
学
校
教
育
指
導
員
　
新
島
三
郎

○
社
会
教
育
指
導
員
　
高
田
　
清
，

●
　
昇
格

○
住
民
課
長
　
市
川
マ
ツ
エ
（
保
育
所

長
）

○
議
会
事
務
局
長
　
長
倉
宏
昌
（
総
務

課
長
補
佐
）

○
水
道
課
長
　
宇
治
川
栄
一
（
同
補
佐
）

○
同
和
対
策
室
長
馬
場
宏
（
同
室

長
心
得
）

○
住
民
課
補
佐
　
橋
本
誠
也
（
総
務
課

主
事
）

○
保
育
所
長
　
吉
田
昭
子
（
出
納
室
主

事
）
●
異
動
（
4
月
1
日
付
）

○
保
健
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
　
山
口
正
文

、
）
）

　
保
健
課
長
　
井
上
　
清
（
住
民
課
長
）

　
保
健
課
補
佐
　
高
柳
八
重
子
（
住
民

課
長
補
佐
）

　
保
健
婦
　
関
口
千
代
子
（
住
民
課
）

　
主
事
　
小
沢
信
夫
（
住
民
課
）

　
主
事
　
吉
田
千
恵
子
（
住
民
課
）

　
主
事
　
神
田
　
稔
（
産
業
課
）

　
主
事
　
斉
藤
重
子
（
企
画
課
）

○
総
務
課

　
議
会
事
務
局
出
向
馬
場
秀
子
（
住

民
課
）

　
主
事
補
　
岡
田
英
浩
（
新
採
用
）

○
企
画
課

　
主
事
補
　
松
本
和
香
代
（
新
採
用
）

○
税
務
課

　
主
事
　
岡
田
恒
雄
（
教
育
委
員
会
）

　
主
事
補
　
森
田
幹
雄
（
新
採
用
）

○
経
済
課

　
主
事
　
寺
山
重
雄
（
税
務
課
）

○
建
設
課

　
課
長
－
岡
部
尚
次
（
水
道
課
長
）

○
水
道
課

補
佐
　
橋
本
安
行
（
住
民
課
補
佐
）

○
出
納
室

　
主
事
　
横
村
の
ぶ
子
（
住
民
課
）

○
教
育
委
員
会

　
主
事
　
大
島
　
栄
（
税
務
課
）

　
学
校
教
育
指
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難

　　　　　　　　御正新田でマス釣り大会一
御正新田地区で、5月5日恒例となったマス釣り大会を開催しました。農業用
水路をせき止め、そこへ放したニジマスは約100キロ。
午前中9時から始まり、300人以上の人が集まり、大会は午前中で終了しまし
たが、子供はもちろん、大人も十分楽しめた御正新田の英子供の日モでした。

　　　字別婦人バレーボール春季大会
町の体育協会主催の昭和62年度字別婦人バレーボール
春季大会が5月10日、町民体育館で行われ熱戦の結果、
小江川チーム（Aブロック）、須賀広チーム（Bブロック）
力斗憂勝しました。

　　　　　仲人さんに感謝状
　5月20日（水）、昭和61年度農業後継者媒麹人の褒賞式が
行われました。これは、農業後継者対策どして行われる
もので、功労をたたえるため感謝状と褒賞金が贈られま
した。

（

　　　　ゲートボール連盟春季大会
ゲートボール連盟主催の春季大会が好天にめぐまれた
4月29日、町営運動公園グランドにおいて開催され、熱
戦のすえ千代Bチームが優勝しました。準優勝御正第1　　 （
チーム。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（

農業後継者媒灼人及び婚姻届出者氏名 （敬称略）

媒始人
住所・氏名

婚姻届出者

住所・氏名

大宮市桜木町4－295－1

野村英一

板井395－1

宇治川醤認

寄居町鉢形602

鳥塚久治

須賀広292

田中累美
江南町大字成沢473－1

福田　　清

成沢47－1

　　魯野辺萌奏

熊谷市広瀬315－1

松野好城

小江川1350

星野騨
嵐山町菅谷609－6

柳　　勝治

板井698

　　　ぢ孟
笠原真由美

伊勢崎市茂呂町5015

石沢健夫

押切307

市川餐
熊谷市今井726

海澤萬次郎

三本1246

藤野崖出季

上尾市宮本町2－1

アリコペール904

林　　喜一

板井1114－2

小田川欝
江南町大字成沢515

島田一三六

塩659

内田講子

川本町長在家387

鈴木　　勇

押切807

笠曜枝季
江南町大字上新田90－1

柴田忠雄

小江川1571

駒井騒



■問合せ
　熊谷会館　奮0485－23－2535
　徽撒、ラ劃’蕪「耐羅2「、醤“難降嫡贈ド陰「賦懲　、聾毛、電」、ず「、欝艀、難還　郎紹

ラーサービス版）なお、

に身長、体重、B・W・H
と住所、氏名を明記する。

　　　　教育相談

　教育委員会では、毎週火曜日（祝

祭日はのぞく）午後1時より3時
までの間、教育相談をお受けして
います。

　お子さんの教育上のことでお困
りのことがありましたら、お気軽
にご相談ください。
　智36－5468（直通）
　酋36－1521（内線237）

　行政・心配ごと相談

　日常生活での困りごとや、行政
への不満等のあるかた、毎月第4
火曜日にご相談に応じております。
　どうぞ、お気軽にお出かけくだ
さい。

■日　時

　6月23日
　9時30分～正午まで
■場　所
　江南町母子センター

日（土）消印有効
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民課又は自衛隊熊谷募集

麿22－4855

　犯罪捜査にご協力を！1

　警察では各種の犯罪を早期に検
挙、解決するため努力しています
が皆さんからのいろいろな情報や
連絡で事件が一挙に解決した事例
は大変多いです。

　そのため、次の事についてご協
力をお願いします。

○事件の発生の時は、すぐに110番
　を。

○被害にあったら、必ず届出を。・

○犯罪について知っていることは
　通報を。

○聞き込み捜査にご協力を。

　ご協力いただいたかたには、ご
迷惑をおかけしません。
問合せ

　熊谷警察署

　費0485－21－0042

　松竹大歌舞伎特別公演

■と　き

　昭和62年7月28日㈹
　昼の部12時開演。夜の部5時開演

■ところ

　埼玉県熊谷会館
■入場料
　特等席5，000円・一等席4，000円

　二等席2，500円
■演　目

　（1）時今也桔梗の旗揚　二幕

　（2）御目見得口上一幕
　（3）男女道成寺常盤津連中

　
　
罫

奪
躊

　
　
盤
唄

揚
上
常
長

旗
の
口
寺

■出演者
　松本幸四郎・中村芝翫　他
■前売開始
　5月28日（木）

　　　　鞘苗纐鞭瞬薩鞭韓諄斑

　　　　　　　埼玉文学賞

　　　　　　一意欲作を募集一
　　　　埼玉新聞社が県内の文芸振興の
　　　ために制定した「埼玉文学賞」の
　　　作品募集を次のとおり行います。
　　　■部　門
　　　　小説・詩・短歌・俳句

　　　■資格
　　　　原則として県内在住、在勤者、
　　　県外の場合には、 埼玉の事物、風
　　　土、人間、歴史などをデーマとし
）I　iた作品であること。

　　　■締め切り
　　　昭和61年8月31日（当日消印有効）
又）屑・■応募の要領

　　　①未発表の作品であること。
　　　②小説は四百字詰の原稿用紙で50
　　　枚以内。詩は3編。短歌は15首。
　　　俳句は15句で、同一テーマによる
　　　連作でも結構です。
　　　③作品の返却はできません。
　　　④別紙に、住所、氏名（本名）年
　　　齢、職業、簡単な略歴、電話番号
　　　を付記してください。
　　　⑤入賞作品の権利はいっさい埼玉
　　　新聞社に帰属します。
　　　■問合せ
　　　　埼玉新聞社編集局「埼玉文学賞」
　　　係。　含0488－62－3269・3270・3271

　　　まで。

　　　　　グリーンハーモニー

　　　　　さいたま’87

　　　　グリーンレディーズ募集

　　　■応募資格
　　　　県内に在住する健康、快活な独　　i　i、
、
）
　 ：身女性でフェア期間及びフェアの
　　i事前のP　R活動等に従事できる18

　　　歳から25歳程度の人
㍗）
　　　■募集人員
　　　　5名
　　　■応募方法
　　　　市販の履歴書用紙に必要事項を
　　　記入し、正面向きの上半身と全身
　　　写真を添付する。　（写真は最近め
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